
加藤博士は、フランスのポール・サバティエ大学で、CNRS　(Centre
national de la recherche scientifique, フランス国立科学研究センター)の研
究員として国際的に活躍されており、典型元素化学の次世代を担う若手のホー
プです。G. Bertrand教授、C. Reed教授といった世界的に著名な有機典型元
素化学における超一流の研究室において、顕著な業績を挙げられてきました。
特に安定カルベンの研究は高く評価されています。最近の研究では、ケイ素や
リンを含む低配位化合物、反応活性中間体の化学に精力的に取り組んでおら
れ、数々の興味深い新規化合物や新規反応を報告されています。
来日の機会に本学においても最近の研究成果を講演して頂くことになりまし
た。加藤博士はフランス語が堪能ですが、今回のご講演は日本語でされる予定
です。奮って御参加下さい。
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講演会

Stable Phosphonium Sila-Ylides:
Synthesis and Reactivity
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　　   Paul Sabatier 大学　CNRS上級研究員
　　　（フランス）

日時᳃ᴤᴢᴣᴢ年ᴪ月ᴥ日᳖火᳗
ᲽᲽᲽ ᴣᴦ᳃ᴢᴢ-ᴣᴧ᳃ᴥᴢ

場所᳃自然系学系棟ᴭᴤᴣᴧ

web: http://hfa.ups-tlse.fr


